
命
か
け
た
一

つ
の
祖
国
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情
報
要
員
と
し
て
潜
水
艦
で
出
航

昭
和
十
七
年
六
月
五
日
前
後
に
亘
る
、
わ
が
海
軍
の
ミ

ッ
ド
ウ
ェ

l
作

戦
の
嵯
鉄
は
、
わ
が
国
の
そ
の
後
の
作
戦
進
展
に
底
知
れ
ぬ
暗
雲
を
漂
わ

す
に
至

っ
た
。
若
し
こ
の
海
戦
に
お
い
て
、
四
隻
の
空
母
、
並
ぴ
に
多
数

の
艦
艇
、
輸
送
船
、

三
O
二
機
に
の
ぼ
る
航
空
機
を

一
挙
に
失
う
と
い
う

惨
事
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
軍
令
部
所
属
の
、
米
国
生
ま
れ
の

情
報
関
係
要
員
は
、
速
や
か
に
向
島
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
こ
と

を
知

っ
た
の
は
後
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ひ

が

と
こ
ろ
が
彼
我
の
作
戦
活
動
の
優
劣
は
逆
転
し
、
外
南
洋
と
呼
ば
れ
る

赤
道
以
南
の
広
大
な
地
域
で
あ
る
ソ
ロ
モ
ン
、
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
方
面
の
戦

局
は
急
を
告
げ
、
私
も
急
拠
六
艦
隊
(
根
拠
地
ト
ラ

ッ
ク
島
の
潜
水
艦
部

隊
)
所
属
の
第
七
潜
水
戦
隊
(
イ
号

一
1
七
号
艦
)
の
指
揮
艦
、
イ
七
号

に
乗
艦
の
命
を
受
け
た
。

い
よ
い
よ
九
月
七
日
、
横
須
賀
の
空
に
は
一
片
の
雲
も
な
く
、
私
は
狭

い
艦
上
で
、
「
今
度
こ
そ
、
祖
国
と

の
別
れ
」
と
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
、

快
調
に
響
く
エ
ン
ジ

ン
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
観
音
崎
を
右
に
回
り
、

富

ホナ

山

悠
基
雄

沼
袋
三
丁
目

士
山
の
姿
が
遠
く
水
平
線
の
彼
方
へ
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
艦
上
の
片
隅

に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。

狭
い
艦
上
に
は
不
釣
合
な
と
も
見
ら
れ
る
、
砲
身
の
長
い
十
四
セ
ン
チ

砲
二
門
が
並
び
、
又
連
装
の
高
射
機
関
銃
が
揃
い
、
艦
橋
の
後
部
に
は
複

座
式
の
水
上
偵
察
機

一
機
を
分
解
し
て
搭
載
す
る
円
筒
型
の
タ
ン
ク
二
本

と
、
こ
れ
を
発
射
す
る
た
め
の
カ
タ
パ
ル
ト
及
び
偵
察
機
が
帰
還
し
た
時
、

こ
れ
を
収
容
す
る
た
め
の
デ
リ

ッ
ク
な
ど
、
意
外
と
艦
上
搭
載
物
も
多
い
。

又
こ
の
格
納
庫
に
は
、
「
的
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
特
殊
潜
航
艇
が
積
ま
れ
た

時
も
あ

っ
た
。
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イ
七
号
は
、
司
令
少
将
以
下
約
百
二
O
名
の
大
世
帯
で
あ
り
、
朝
日
新

聞
か
ら
の
報
道
班
員
、
水
上
機
要
員
二
名、

軍
令
部
か
ら
は
、
私
が
情
報

通
信
要
員
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
(
艦
は
十
八
年
六
月
二
三
日
キ
ス
カ
沖
に

て
雷
撃
を
受
け
、

一
九
五

0
ト
ン
の
姿
を
没
し
た
の
で
あ

っ
た
)
。

私
の
担
当
す
る
短
波
無
線
放
送
の
傍
受
は
、
た
だ
で
さ
え
狭
く
て
熱
い

通
信
室
の
片
隅
を
占
領
し
、
艦
が
水
上
航
走
中
の
み
電
波
が
取
れ
る
。
一

晩
中
欧
米
の
電
波
を
取

っ
て
い
て
も
、

急
に
電
波
が
立
ち
消
え
と
な

っ
た



り
、
或
い
は
近
隣
か
ら
の
妨
害
電
波
な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
限
り
も
な
く
、

又
迂
澗
に
も
自
分
か
ら
電
波
を
出
そ
う
も
の
な
ら
、
四
方
八
方
か
ら
狙
い

撃
ち
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

横
須
賀
を
出
航
し
て
十
数
日
過
ぎ
た
あ
る
朝
、

当
番
兵
が
「
早
く
食
事

を
し
て
下
さ
い
」
と
起
こ
し
に
き
た
。
夜
も
畳
も
つ
け
通
し
の
扇
風
機
の

う
ず
た
か

下
か
ら
、
堆
く
積
ま
れ
た
食
料
を
踏
み
越
え
て
食
堂
へ
出
た
。
そ
こ
で

森
本
軍
医
長
か
ら
「
盲
腸
患
者
が
出
た
が
、
現
状
で
は
ラ
パ
ウ
ル
へ
帰
る

余
裕
も
な
い
。
皆
さ
ん
の
子
を
借
り
て
手
術
を
行
う
の
で
応
援
し
て
項
き

た
い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
早
速
応
急
手
術
。
軍
医
は
ゴ
ム
手
袋
の
用
意
も

な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
患
者
の
手
足
を
押
さ
え
て
、
「
軍
医
長
/
殺
せ
/
」
と

怒
鳴
り
続
け
て
手
術
を
終
わ

っ
た
の
は
哀
れ
で
あ

っ
た
。
こ
の
兵
曹
は
七

潜
の
艦
上
で
盲
腸
の
上
に
は
厚
い
腹
帯
を
巻
き
、
元
気
よ
く
砲
身
を
磨
い

て
い
た
。
彼
も
母
港
に
着
け
ば
陸
上
勤
務
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
そ
ん
な

思
い
が
私
の
頭
を
過
ぎ

っ
た
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
飢
餓

連
合
軍
上
陸
以
来
、
彼
我
陣
地
の
争
奪
戦
は
激
甚
で
あ

っ
た
。
中
部
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
北
端
、
ル
ン
ガ
岬
地
区
海
岸
に
陣
地

を
守
り
続
け
て
い
る
海
軍
部
隊
を
援
護
激
励
の
た
め
、
イ
七
号
艦
は
、
夜

陰
に
乗
じ
て
岬
近
く
に
浮
上
し
、
衛
生
資
材
等
の
緊
急
揚
陸
を
実
施
し
た
。

ざ
る

そ
の
時
連
絡
要
員
等
に
は
、
銀
飯
で
作
ら
れ
た
お
に
ぎ
り
が
大
き
な
筑
に

山
盛
り
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
連
絡
兵
は
「
銀
飯
な
ど
、
も

う
何
か
月
も
見
て
お
り
ま
せ
ん
。
戦
友
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
、
貰
っ
て
ゆ
け

ま
す
か
・
:
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
て
い
た
。
ソ
ロ
モ
ン
、

周
辺
の
飢
餓
戦
線
に
続
い
て
、
イ
ン
パ

l
ル
、
比
島
の
平
原
作
戦
へ
と
つ

な
が
る
、
苦
し
い
戦
い
へ
の
前
兆
と
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

イ
七
号
は
夜
の
明
け
ぬ
間
に
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
惨
状
に
心
を
残
し

な
が
ら
、
更
に
南
下
の
足
を
早
め
、

豪
州
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン

方
面
へ
の
補
給
基
地
エ
ス
ピ
リ

ッ
ト
サ
ン
ト
の
北
端
に
あ
る
飛
行
基
地
の

砲
撃
に
向
か

っ
た
。
十
月
四
日
薄
暮
過
ぎ
、
敵
の
中
継
基
地
に
肉
迫
、
暗

夜
の
飛
行
場
上
空
に
対
し
、
数
個
の
曳
光
弾
が
次
々
と
発
射
さ
れ
、
こ
れ

に
向
か

っ
て
二
連
装
十
四
セ
ン
チ
砲
の
実
弾
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
基
地

に
昨
烈
、

一
部
地
点
で
は
火
災
を
起
こ
し
た
。
こ
の
と
き
戦
果
を
確
認
す

べ
く
、
搭
載
の
複
座
式
水
上
偵
察
機
が
、
カ
タ
プ
ル
ト
上
か
ら
発
射
さ
れ

て
い
た
が
、
問
機
の
帰
投
と
同
時
に
、
わ
が
艦
の
後
方
よ
り
、
敵
単
発
機

の
奇
襲
を
受
け
る
破
目
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
偵
察
機
収
容
の
デ
リ

ッ
ク

不
具
合
の
た
め
、
愛
機
を
自
ら
の
手
で
撃
沈
し
急
速
潜
航
し
た
。
し
か
し

先
の
敵
飛
行
機
は
わ
が
艦
に
至
近
弾
数
個
を
投
下
、
潜
水
艦
は
ビ
リ
ビ
リ

と
音
を
立
て
て
振
動
し
、
艦
全
体
が
大
地
震
の
よ
う
に
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
れ

た
。
艦
は
安
全
潜
航
震
度
で
あ
る

一
0
0
メ
ー
ト
ル
の
赤
線
を
超
え
、
ゲ

ー
ジ
は

一一一

0
メ
ー
ト
ル
の
線
を
上
下
し
て
ブ
ル
ブ
ル
と
ふ
る
え
て
お
り
、

平
素
は
あ
ま
り
水
の
さ
す
こ
と
も
な
い
艦
の
鉄
の
継
ぎ
目
か
ら
は
、
初
め

少
し
づ
っ
漏
水
し
て
い
た
も
の
が
次
第
に
増
え
、
ほ
ぽ
直
角
に
近
く
差
し

て
き
た
の
に
は
、
ズ
ブ
の
素
人
で
呑
気
な
筆
者
も
た
だ
ご
と
で
な
い
も
の

を
感
じ
た
。
電
信
室
の
当
直
者
は
勿
論
、
全
乗
組
員
が
非
常
配
置
に
つ
い

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
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て
居
り
、
筆
者
も
椅
子
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た
と
き
の
小
さ
な
こ
ぶ
は
今
で

も
傷
跡
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
頃
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
に
う
ず
く
。

山
本
長
官
最
後
の
宿
舎
に
入
る

十
八
年
夏
暫
く
東
京
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
次
は
ラ
パ
ウ
ル
行
き
と
決

ま
っ
た
。
出
発
の
前
日
午
後
新
橋
駅
頭
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
の
は

唯
一
人
、
軍
令
部
三
部
の
立
花
止
中
佐
で
あ
っ
た
が
、
私
一
人
の
た
め
の

見
送
り
に
謝
意
を
述
べ
た
。
中
佐
は
、
余
り
浮
か
な
い
よ
う
な
顔
を
し
た

と
思
う
と
、
「
も
う
、
ほ
と
ん
ど
勝
ち
目
は
な
い
ん
だ
よ
」
と
、
頬
を
横
に

向
け
て
肱
く
姿
に
は
、
心
な
し
か
一
抹
の
寂
し
さ
が
窺
え
た
。

明
け
て
八
月
四
日
朝
七
時
、
横
浜
の
水
上
基
地
を
離
れ
た
四
発
川
西
製

二
式
大
艇
は
、
三

O
名
の
要
員
を
乗
せ
、
三

0
ト
ン
の
巨
体
を
悠
々
と
は

ば
た
い
た
。
途
中
サ
イ
パ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
の
基
地
で
翼
を
休
め
、
三
日
目

の
午
後
早
め
に
、
機
は
大
き
く
右
に
パ
ン
ク
し
た
と
見
る
間
に
、
ラ
パ
ウ

ル
の
活
火
山
に
隣
接
す
る
水
上
基
地
に
着
き
、
直
ち
に
榔
子
林
の
奥
の
南

東
方
面
艦
隊
司
令
部
に
案
内
さ
れ
た
。

司
令
部
入
口
左
側
の
小
椅
麗
な
バ
ラ
ッ
ク
、
六
部
屋
の
一
番
奥
ま
っ
た

部
屋
に
通
さ
れ
た
。
後
刻
見
え
た
副
官
が
妙
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

「こ

の
部
屋
は
、
ど
う
い
う
部
屋
か
ご
存
知
で
す
か
。
こ
こ
は
山
本
長

官
の
た
め
に
造
ら
れ
、
そ
し
て
こ
こ
か
最
後
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
」

こ
う
言
わ
れ
て
、
電
気
刺
激
を
受
け
た
よ
う
に
私
の
脳
裏
を
か
す
め
た

も
の
、
そ
れ
は
去
る
四
月
十
八
日
、
前
線
の
将
兵
を
激
励
す
る
た
め
ラ
パ

ウ
ル
に
飛
来
し
た
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
山
本
五
十
六
大
将
の
空
戦
死
で

あ
っ
た
。
山
本
長
官
は
更
に
南
下
し
、
ブ

l
ゲ
ン
ビ
ル
島
方
面
に
進
出
を

企
図
し
た
が
、
わ
が
軍
の
作
戦
暗
号
は
解
読
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
十
月

初
め
、
突
然
の
配
置
替
え
で
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
地
区
情
報
担
当
か
ら
ソ
ロ
モ

ン
、
ブ
イ
ン
に
転
属
と
な
り
二
六
航
空
戦
隊
司
令
部
に
急
派
さ
れ
た
。
こ

の
時
も
長
官
と
同
じ
一
式
陸
上
攻
撃
機
に
十
名
程
で
乗
組
ん
で
、
ブ
イ
ン

の
基
地
に
飛
び
込
ん
だ
。
が
、
や
は
り
米
軍
に
発
見
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

余
談
で
あ
る
が
、
若
し
わ
れ
わ
れ
の
機
が
被
弾
す
る
時
は
、
七
ミ
リ
の
旋

回
機
銃
は
、
筆
者
が
操
作
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ブ
イ
ン
に
は
、
第
二
五
及
び
二
六
航
空
戦
隊
の
精
鋭
(
両
者
共
戦
闘
機

隊
)
が
い
た
の
だ
が
、
十
一
月
三
日
、
敵
は
ブ
イ
ン
の
裏
側
タ
ロ
キ
ナ
地

区
に
大
挙
上
陸
し
、
わ
れ
わ
れ
は
進
路
も
退
路
も
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
、
何

百
人
か
を
乗
せ
た
宇
治
川
丸
に
て
ブ
イ
ン
か
ら
の
脱
出
を
計
っ
た
。
し
か

し
キ
エ
タ
の
湾
口
で
、
敵
の
朝
の
偵
察
機
に
捕
捉
さ
れ
、
ア
ッ
と
い
う
間

に
爆
撃
、
銃
撃
の
巷
と
化
し
た
。
泳
ぎ
に
自
信
の
な
い
為
、
最
後
ま
で
小

さ
な
カ
ッ
タ
ー
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
が
、
夕
暮
れ
迫
る
頃
救
助
隊
に
救
わ

れ
た
時
は
、
腹
帯
の
中
に
は
英
語
の
辞
典
一
冊
と
靴
一
足
だ
け
が
身
に
つ

い
て
い
た
。
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敵
機
の
猛
襲
い
よ
い
よ
急

十
八
年
十
一
月
末
に
は
、
ブ
l
ゲ
ン
ビ
ル
島
キ
エ
タ
湾
で
、
乗
船
宇
治

川
丸
が
爆
沈
さ
れ
、
島
の
北
端
ブ
カ
ま
で
は
道
路
ら
し
い
も
の
が
全
く
な

い
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
お
互
い
を
短
い
紐
で
つ
な
ぎ
、
励
ま
し
合
っ
て
歩

い
た
。
道
路
も
な
く
、
夜
陰
を
利
用
し
て
中
年
の
現
地
民
を
案
内
者
と
し



た
が
、
集
落
毎
に
話
し
言
葉
も
異
な
り
、

現
地
語
も
ビ
ジ
ョ
ン
イ
ン
グ
リ

ツ
シ
ュ
も
通
じ
な
い
時
も
あ

っ
た
。

十
二
月
初
め
、
駆
逐
艦
で
漸
く
ラ
パ
ウ
ル
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

疲
れ
切

っ
た
五
体
は
悪
質
な
デ
ン
グ
熱
、
マ
ラ
リ
ア
に
蝕
ば
ま
れ
、
意
識

不
明
と
な
り
十
日
余
の
入
院
と
な

っ
た
。
こ
ん
な
時
で
も
看
護
婦
達
は
空

襲
の
都
度
、
わ
れ
わ
れ
重
症
患
者
を
か
つ
い
で
壕
に
退
避
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
あ
っ
た
。

十
八
年
十

一
月
、
ブ
|
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
タ
ロ
キ
ナ
地
区
に
上
陸
し
た
連

合
軍
は
、
十
九
年
二
月
か
ら
は
、
ラ
パ
ウ
ル
を
飛
び
越
し
て
、
そ
の
北
方

五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
l
諸
島
(
マ
ヌ
ス
島
)
、
更
に
は
一

挙
に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
中
部
太
平
洋
に
対
し
蛾
烈
な

「
蛙
飛
ぴ
作
戦
」
を
展

開
し
て
い
っ
た
。ラ

パ
ウ
ル
、
ブ
イ
ン
方
面
へ
の
来
襲
機
数

地

区

十
八
年
九
月

十
月

十

一
月

十
二
月

十
九
年

一
月

一一
月

三
月

ラ
パ
ウ
ル

フ
イ
ン

六
O
二

一
三
八
四

三
九

O

五
二
二

(

一

l
五
次
)

(
連
日
大
挙
)

一
八
二
一

九
五
九

九
八

O

以
上
は
、
来
襲
機
の
概
数
で
あ
り
、
前
記
の
外
大
編
隊
の
来
襲
は
連
日

の
知
く
で
あ
っ
た
。
退
院
し
た
私
は
、
連
日
空
襲
の
激
し
い
ラ
パ
ウ
ル
の

中
心
地
を
避
け
て
、
ブ
ナ
カ
ナ
ウ
の
連
合
飛
行
部
隊
に
勤
務
し
敵
側
の
無

線
傍
受
に
努
め
て
い
た
。
し
か
し
十
九
年
二
月
七
日
、
米
機
動
部
隊
は
、

わ
が
本
土
以
外
で
は
最
大
の
基
地
ト
ラ

ッ
ク
島
を
強
襲
し
て
来
た
。
わ
が

方
は
、
外
南
洋

一
帯
の
全
航
空
兵
力
を
挙
げ
、
中
部
太
平
洋
方
面
を
増
援

し
た
が
、
二
月
二
O
日
ト
ラ
ッ
ク
島
に
向
け
飛
び
立

っ
た
最
後
の
海
軍
機

は
、
戦
闘
機
三
七
機
、
艦
上
爆
撃
機
四
機
、
艦
上
攻
撃
機
五
機
、
陸
上
攻

撃
機
二
機
に
過
ぎ
ず
、
ラ
パ
ウ
ル
航
空
隊
の
幕
は
降
ろ
さ
れ
た
の
で
あ

っ

た
。ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
撤
退
時
よ
り

一
か
年
間
に
、
わ
が
海
軍
の
損
失
は

七
百
機
に
達
し
、
余
り
に
も
大
き
く
、
且
つ
悲
し
い
犠
牲
で
あ
っ
た
。

爆
風
で
年
貢
の
納
め
ど
き

二
O
年
六
月
、
友
軍
の
基
地
、
飛
行
場
と
も
に
連
日
、
敵
機
の
狙
場
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
か

っ
た
。
私
も
敵
側
無
線
情
報
傍
受
に
、
ゆ

っ

く
り
休
む
暇
も
な
か

っ
た
が
、
午
後
の
空
襲
で
防
空
壕
に
至
近
弾
を
受
け

た
。
そ
の
爆
風
の
た
め
、
夜
半
に
至
り
腸
閉
塞
の
疑
い
に
て
、
急
拠
ク
モ

の
巣
や
壊
だ
ら
け
の
防
空
壕
の
中
の
急
ご
し
ら
え
の
手
術
場
で
開
腹
手
術

を
受
け
た
結
果
、

S
字
状
結
腸
の
捻
転
も
併
発
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

六
時
間
に
及
ぶ
大
手
術
も
、
肥
留
川
中
佐
等
軍
医
四
人
の
尽
力
の
お
陰
で

あ

っ
た
。
厚
い
腹
帯
の
下
の
傷
跡
は
、
正
中
切
開
と
呼
ば
れ
、
わ
れ
な
が

ら
大
き
な
傷
跡
に
驚
い
た
。
後
の
二
二
年
の
春
秋
二
回
、
腸
管
癒
着
を
お
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こ
し

し
こ
る
た
め
の
手
相
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
と

Z
T

米
国
を
訪
れ
た
と
き

7
ン
シ
ス
コ
の
練
兵
場

h

付
金

サ
ン
フ
ラ
ノ

太
平
洋
に
面
し
た
断
崖
に
多
数
の
砲
台
を
見
て
廻
っ
た

終
戦
後
、

海
を
望
む
望
楼
に
は

門
海
峡
を
渡
り

が
、
其
処
に
は

エ
ロ
の
六
輪
貨
車
も
な
く

-
i

、a

コ」}。

基
の
小
型
砲
さ
え
置
か
れ
て
な
カ

J
7

砲
台
の
全
て
は
締
麗
に
片
づ
け

b
eこ
け
で
あ
っ

白
1
回
っ
て
い

Z

5
九
千
二
立
僅
か
に
夏
草
カ
材

t

ヨペ
t凡

E
p
h
-
-

j

ら
れ
て
お
り

た。

-
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
姿
こ
そ
、
終
戦
の
実
感
を
伝
え
て
く
す
11

•• • 
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